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研究成果の概要（和文）：　本研究は、歴史的に繰り返される災害を博物館の展示においてどのように来館者に
伝えることができるのか、ということを検討する展示研究である。この目的のために、歴史的災害に関する資料
の掘り起こしを行うとともに、展示手法の研究を行った。この結果、被災経験が個人的な差が大きく、また受け
止め方も多様である中で、災害の記憶を想起させ、災害を考えさせる手法として、発話を促す展示の構築が有効
ではないかとの結論にいたった。

研究成果の概要（英文）：This research is an exhibition study that examines how historically repeated
 disasters can be conveyed to visitors at museum exhibitions. For this purpose, we digged up 
materials related to historical disasters and researched exhibition methods. As visitors' experience
 of disasters varies greatly and the ways in which they are received are diverse, we will build an 
exhibition that encourages speech as a method for reminding them of memories of disasters and for 
making them think about disasters. Came to the conclusion that is effective.

研究分野：博物館学

キーワード： 展示研究　東日本大震災　津波　三陸津波　貞観津波　災害展示
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　2011年の東日本大震災の発災に限らず、近年は日本国内においても自然災害が多発し、防災に対する意識が高
まっている。そこでは、物理的な防災とともに個々人の防災意識の向上をはかることが求められている。本研究
は博物館という場を使ってこうした要請に対する一つの回答をもたらすことができるものであり、社会に還元で
きる研究となっている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
 本研究は歴史的災害に関する展示手法を検討するために、4 つ観点からの研究に取り組んだ。 
［東日本大震災研究］ 
災害を巡る人文社会科学分野では、災害の記憶の継承に関する実践的な研究が東日本大震災
を受けて深化してきている（橋本・林編 2016）。そこでは、東日本大震災後の被災した地域社会
において古建築から地域の祭礼まで多様な文化遺産の継承が記憶の継承と関わる姿が報告され
ている。その一方で、災害の記憶を「忘れようとする」という心的動きも明らかになっている（後
藤・小谷 2007）。東日本大震災からの復興過程においては、記憶の継承が大きく唱えられる、一
方で記憶の定型化による忘却も進んでいる印象を抱いている。そこで本研究班では、主として民
俗学と保存科学の観点から記憶の継承と忘却という二つの面に焦点を当てて、東日本大震災の
復興プロセスに見られる震災前との連続性と断続性に関する研究を通して前記の印象を解明す
るとともに、その展示化を試みるものである。 
［大規模津波研究］ 
 宮城県沖地震に関する重点的な研究において、三陸地方では過去 6000 年間に 22 回の津波が
襲来し、そのうち 7 回は超巨大地震に伴うものとされた（今泉ほか 2010）。2011 年の東日本大
震災を契機に津波堆積層に関する調査研究が深化（平川 2012）し、特に大規模な津波が、弥生
時代以降、慶長年間（17 世紀）、貞観年間（９世紀）、弥生時代中期と少なくとも３回程度東北
地方を襲来していることが確認された。本研究班は主として考古学的な知見から、繰り返される
大規模津波について研究するものである。これまでの先行研究により、大規模津波の来襲自体は
確認されているものの、人間社会との関わりについては必ずしも明らかにされてこなかった。本
研究は、これまで充分に解明されて来なかった被災遺構と人間社会の関わりについて明らかに
し、展示資料化をはかるものである。 
［三陸津波研究］ 
 三陸沿岸は津波か繰り返し来襲する地域として知られ、被害が発生した津波に関する研究に
は一定の蓄積がある。一方で被害についての蓄積は行われているが、そこからの復旧、復興とい
う観点からの研究は少なく、資料が豊富な関東大震災後の復興に関する研究のほか、近世につい
ては蝦名（蝦名 2014）、平川（平川 2016）、菅野（菅野 2013）らの研究が上げられる程度であ
る。そこで、本研究班では津波被災後の地域社会の回復の動きに、藩などの行政がどのように関
わっていったのかを明らかにすることを主眼に据えて、研究を行うものである。 
［展示手法研究］ 
 災害を展示するということに対しては、東日本大震災後各方面で検討が進められており、展示
学会では「災害と展示」をテーマにした特集などが組まれている（日本展示学会（2015））。そこ
では具体的な災害と復興についての展示事例を扱うと共に、災害を展示することが幅広く議論
が行われている。そこでも一つの結論としても、「展示を通してモノが触発するような語り」の
必要性が唱えられている。大きな災害などにおいて、ショッキングな展示を通した展示手法とし
ては確立されたものがあるが、本研究が目指す日常にある繰り返される災害という視角の場合
には、もう一歩進んだ「語り」を生み出す展示手法が必要となる。本研究班ではこの視角から、
展示手法の開発を目指すものである。 
 
２．研究の目的 
 本研究は災害に関わる人文学の研究成果をもとに、災害についての展示手法を検討するもの



である。災害を巡る展示は、特定の災害を対象にした展示が一般的であるが、本研究では歴史的
に繰り返す災害全体の展示学的研究を行うものである。この背景には本研究グループの属する
東北歴史博物館が宮城県という東日本大震災の被災地を基盤に活動を行っていることから、展
示を通して防災意識の啓発向上を図るという社会的な要請があるためである。これを実現する
ためには、東日本大震災という一つの災害ではなく、歴史的に繰り返してきた、ひいては、次が
あるという宮城県の歴史とセットで来館者に伝える必要性がある。この点を来館者に伝えるた
めの展示手法に関する研究が必要となる。また、展示として実現させるために本研究では、展示
を構築するという観点を共有しつつ、研究分担者の専門分野の研究を通して具体的な展示資料
を見いだし、具体的な展示プランの構築を目指すものである。以上二つの観点から、東日本大震
災を出発点に防災意識の向上を実現する具体的な展示手法を開発するものである。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、研究班ごとに展示資料の研究を進め、年 2，3回開催する全体の研究会の討論を通
して展示手法を検討するかたちで進めた。 
 東日本大震災班では、民俗学の観点から 2011 年以来の動きを現地でのフィールドワークを通
して把握するとともに、被災した地域、人たちのことを考えたときに、災害の状況を直接的にで
はなく、記憶を喚起するという観点から展示する方法について検討するため、先行する展示事例
の調査を行った。また、保存科学の観点から被災した資料の保存法および展示法についての研究
を行った。 
 大規模津波班では、400 年から 1000 年ほどの長期的な間隔で繰り返される巨大津波を対象と
しており、主として考古学が主体となって、文字記録のない津波が繰り返す痕跡について、検出
確認法の研究を、自然科学的な分析を用いて実施し、その展示法を検討した。 
 三陸津波研究班では、大規模津波よりも規模は小さいが、数十年ほどの間隔で起こる津波を対
象にするため、宮城県から岩手県にかけての三陸地域を対象に主として歴史学の観点から研究
を重ねた。また、建築史学の調査として津波被害と関わる建造物の調査を行い、歴史学のデータ
との接合を目指した。 
 こうした各班で進めた調査と平行して、展示手法研究の場として、全体の研究会を年に数回開
催し、各班の研究の進展を共有するとともに、展示手法の観点から他館の事例等の報告を行い、
災害展示の方法の検討を進めた。 
 
４．研究成果 
（1）東日本大震災班 
 東日本大震災班は、今回の研究テーマの一つに挙げている復興を直接観察できることから、こ
のことに関するテーマを中心に据えて研究を進めた。ただし、復興自体の評価が定まっているわ
けではないので、この点を留意しながら研究を進めた。研究班で研究の対象を地域社会に伝わる
民俗芸能に設定し、復興の進捗と被災した地域に於ける芸能のあり方、社会の中での位置づけに
注意しながら調査をおこなった。この結果、東日本大震災発災後における芸能の再開の過程を通
して、復興の動きを象徴的に示せる可能性を得ることができた。これまでの研究が避難所や仮設
住宅居住時に地域住民を一つにまとめる効果に力点が置かれてきたのに対して、高台移転地な
どが完成した後の行事の継続が、地域の再構築をはかるという観点からも単なる継続ではなく、
芸能や祭礼を通して地域を新たに作り上げるという点からも有用であることが確認された。発
災から 1，2年の間における民俗芸能については多くの研究が行われたが、その後中長期的な研



究は少なく、この点でも価値のある成果を得られた。 
また、保存科学分野では、東日本大震災により被災した現代のあらゆる製品について収集・保
管・展示の現状を調査し、保存活用事例を収集した。調査の結果、収集されている資料の材質傾
向や、保管・展示上の課題についての知見を得た。現代の製品は自然災害の脅威を伝える有効な
手段として津波や火災等の被災痕跡を留めた状態での保存活用事例が多く見られた。 
（2）大規模津波班 
 大規模津波班では、弥生、貞観、慶長の各津波を対象にして研究をすすめた。特に文献資料が
ほとんどない、弥生、貞観の津波を可視的に展示する手法の検討をおこなった。このために、研
究班では地層にある津波由来の層の検出および分析法の研究をおこなった。具体的には、地層の
剥ぎ取りにより津波特有の堆積構造の可視化と、地層中に含まれる海水または汽水域の珪藻化
石の検出によって検証する手法の開発を行った。また、津波によって被害が受けたことが想定さ
れる遺構の検討をおこなった。一連の調査研究により、津波の到達層の検出法に一定の知見を得
ることができた。本検出技術は、押し波－停波－引き波という典型的な津波の挙動では有効であ
ることが認められるが、東日本大震災を例に考えると地盤沈下を伴う場合の波の挙動などに対
応できないことが把握されており、今後の知見の蓄積が必要である。しかしながら、今回の成果
をもとに、これまで見落とされてきた災害の痕跡を検出する方法をえることができ、遺跡・遺物
を再評価する可能性を示すことができた。 
（3）三陸津波班 
 三陸地域の繰り返される津波被害を扱う三陸津波班では、東北歴史博物館に収蔵している岩
手県気仙郡（旧仙台藩領）の大肝煎家の文書である「吉田家文書」を主たる対象として、江戸時
代の気仙郡の津波被害の様子を中心に調査を行った。この過程では江戸時代を通して何度かの
津波に関する文書が発見され、継続的に津波が襲来していたことが確認されるとともに、藩に提
出した被害記録や、藩からの救済の通知などが確認された。被害の記録については、これまでも
報告がなされており、江戸時代を通しての津波の回数なども不完全ではあるが、徐々に明らかに
されつつあり、データの蓄積に一定の貢献をすることができた。さらに、災害後の復興にかかる
点はこれまでもほとんど研究がなされておらず、古文書を用いた災害研究に一定の貢献を果た
せたものと思われる。 
一方、建築史学の調査では、昭和三陸津波後に支援金により建てられた津波記念館の調査を行
った。建築的な点での興味深いデータは蓄積できたが、展示に直接つなげることはできなかった。
この点は今後の課題として残った。 
（4）展示手法班 
 災害展示の手法を研究する本班では、研究会での事例報告をもとに議論の蓄積をはかるとと
もに、各研究班の調査の成果をもとに、それぞれの展示の計画について検討を進めた。 
 最終年度にはこれまでの成果を反映させる試行展示を行った。ここでは、災害の記憶を喚起す
る発話を促す展示の構築を目指した。この点は本研究における現時点の一つの結論である。東日
本大震災で津波被害を受けた人から、人生で一度も災害の経験が無い人まで展示来場者の災害
の経験は一様ではない。そこで我々が目指した展示では、歴史的な災害をめぐる多様な状況と、
それが繰り返されるという、決して「想定外」ではない災害のあり方を示しながら、展示を通し
て同行者と会話をすることで、災害にまつわる記憶を喚起させることを目指した。 
 試行展示は令和 2 年 2 月から半月ほどの実施を計画したが、折からの新型コロナウィルス感
染症の流行により一般公開を見送ることになった。そのため、実際にどの程度の発話が促せるの
かについての確認はできなかった。職員向けの公開では、一定の効果も感じられたが今後に活か



すアンケートの実施ができなかったことが残念である。 

 
試行展示の様子（三陸津波班）          試行展示の様子（大規模津波班） 

 
試行展示の様子（大規模津波班）         試行展示の様子（東日本大震災班） 

（5）まとめ 
 災害を展示する際は、災害の悲劇的な側面を強調することで被害を喚起するが、特定の災害と
結びつく場合はよいが、逆に特異な例の話として収斂する恐れがある。本研究ではこうした点を
乗り越え、歴史的に繰り返される災害に注目した展示の構築法を検討して来た。当初予定してい
た研究班の計画は概ね予定通りに進められ、十分とはいえないが一定の成果を得ることができ
た。しかしながら、全体の成果である試行展示が十分に行えなかったことが返す返すも残念であ
る。この点も含め、今後の研究においては、今回の研究成果をもとに、より総体的な展示法の研
究を進めていく計画である。 
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